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講義計画

下記の内容を適宜行う。
授業スケジュール・内容
　１、オリエンテーション
　２、指導に関する基礎的知識を学ぶⅠ
　３、指導に関する基礎的知識を学ぶⅡ
　４、指導に関する基礎的知識を学ぶⅢ
　５、指導に関する基礎的知識を学ぶⅣ
　６、指導実習（マイクロティーチング・模擬授業）の方法を学ぶ
　７、マイクロティーチングを通して指導力の研鑽に努める
　８、模擬指導を通して指導力の研鑽に努めるⅠ
　９、模擬指導を通して指導力の研鑽に努めるⅡ
１０、指導実習の内容を検証する
１１、指導に関する先行研究論文を収集する
１２、指導に関する先行研究論文の概要をまとめる
１３、指導に関する先行研究論文をもとにディベートⅠ
１４、指導に関する先行研究論文をもとにディベートⅡ
１５、指導に関する先行研究論文をもとにディベートⅢ
１６、文献の収集方法を学ぶ。
１７、文献収集及び文献内容の理解
１８、レポートのテーマ作成
１９、レポートのテーマ発表会Ⅰ
２０、レポートのテーマ発表会Ⅱ
２１、レポートの書き方を学ぶ
２２、各自のテーマにそってレポートの作成Ⅰ
２３、各自のテーマにそってレポートの作成Ⅱ
２４、プレゼンテーションの方法を学ぶ
２５、プレゼンテーション資料の作成
２６、レポート発表会Ⅰ
２７、レポート発表会Ⅱ
２８、レポート発表会Ⅲ
２９、レポート発表会Ⅳ
３０、総括
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参考書

目的と概要
球技に関する様々な見識を広め指導者に求められている資質を理解し、その資質を養うために必要な研鑽を
積む。また、「実践的指導力」を磨くために討議・研修および研究をおこなう。

成績評価法 平常点30%・受講態度20%・発表30%・レポート20%により総合評価する。

開期 通年 水曜日1限

授業テーマ スポーツ指導法（球技）

科目名 ゼミナールⅠ
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